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      Around  2:00  on  July  26,  2016,  19  residents were  killed  and  27  people,  including  3  staff 
members, were injured at Tsukui Yamayurien, a facility for people with intellectual disabilities  in 
Sagamihara City.  The criminal was a former employee of the facility, who in advance had given 
a death  threat  letter  to  the chairman of  the House of Representatives and executed  it almost as 
announced.   The  letter  contained  eugenic  ideas which  denied  people with  disabilities  their  right 
to  live,  and  it  became  a  big  issue whether  the work  experience  at  the  facility  led  to  this way 















2016 年 7 月 26 日 2 時頃、相模原市にある知
的障害者施設津久井やまゆり園で、入所者 19
















































神奈川県は 9月 21 日に「津久井やまゆり事
件検証委員会」を設置し、現地調査も含めて


















































早々と 9月 23 日に、同じ敷地に同規模の施設
を建て替え 2020 年の完成をめざす、と発表し




























2018 年 3 月、仙台で旧優生保護法により強制
不妊手術を強制された女性が訴訟を起こし、さ

















































































こうした声を受け、神奈川県は 2 月 27 日、
神奈川県障害者施策審議会に「津久井やまゆ
り園再生基本構想策定に関する部会」を設置
した。8 人の委員が 12 回にわたる精力的な検
討を重ね、8月 3 日「報告書（案）」が出され、



























































2006 年 12 月 13 日、ニューヨーク国連本部
で、「障害者の権利に関する条約（Convention 
on  the  Rights  of  Persons with Disabilities）」
が採択された。この条約は、外務省などの政
府関係者だけでなく世界中の障害当事者団体














































































































































































































































































































































2019 年 12 月、黒岩知事が津久井やまゆり園を
運営する「かながわ共同会」に対し、指定管理
者としての委託を打ち切るとの意向を表明し
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